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(論文内容の要旨)

近年､実環境と仮想環境を計算機内で融合し､これを視覚ﾃﾞｲｽﾌﾟﾚｲを用い提示して融

合空間の疑似体験を可能にする複合硯実感技術が注目されている｡特に､都市や自然などの

広域な屋外環境を対象にした複合現実環境の構築は､景観ｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝや作業訓練､ﾅ

ﾋﾞｹﾞ-ｼｮﾝ等の幅広い分野への応用が期待されている｡本研究では､屋外環境を対象とし

た複合現実感の実硯に必須となる､ 3次元的かつ動的な広域屋外実環境の仮想化による写実

性の高い複合硯実環境の構築と､それを日常生括環境において観察可能とする提示手法の開

発を目的としている｡本論文においては､仝方位ｽﾃﾚｵ画像ｾﾝｻを用いた動的3次元実

環境の仮想化とﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ･ｶﾒﾗｼｽﾃﾑを用いた投射型提示方式に関して新しい手法

を捷案するとともに､ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟｼｽﾃﾑの開発と実験により有効性を検証している｡本
論文は以下の5章から構成されている｡

まず第1章では,屋外環境の複合現実感表硯について､複合現実環境の構築とその提示

に関する技術課題と従来研究を概観し､本研究の目的と意義について述べている｡

第2章では､全方位ｽﾃﾚｵ画像ｾﾝｻを用いて全周囲の情景を記録した仝周ﾊﾟﾉﾗﾏ

ｽﾃﾚｵ画像から実環境と仮想物体の奥行き隠蔽関係を再硯可能な仝周型複合硯実環境の構
築手法を提案している｡

第3章では､仝周型複合現実環境を実環境中の動きを再硯可能な動的複合硯実環境へと

拡張する手法を提案している｡また､前章と本章で提案する手法を用いて､実際に屋外環境

を対象とした複合現実環境を構築し､没入型投影ﾃﾞｲｽﾌﾟﾚｲを用いたﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟｼｽﾃ

ﾑの開発と実験を通して､提案手法の有効性を確認している｡

第4章では,曲面や動的な形状変化を含む物体表面-のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀを利用して映像投影

により日常生活環境において複合現実環境を観察可能とする投射型提示方式を提案し､新し
い複合硯実型情報提示方式の可能性を示している｡

最後に第5章では､本研究の給括として､得られた成果に対する考察に加えて､今後の課
題と展望について述べている｡



(論文審査結呆の要旨)

本論文は､屋外環境を対象とした硯実世界の仮想化による複合硯実環境の構築手法と提

示方式について述べている｡特に､仝方位ｽﾃﾚｵ画像ｾﾝｻを用いて取得した全周ﾊﾟﾉﾗ

ﾏｽﾃﾚｵ画像からの全方位距離画像取得による実物体と仮想物体の奥行き隠蔽表硯､移動

物体抽出に基づく多層表現による動的複合硯実環境構築､投射型提示方式に関する-連の提

案を行い､ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟｼｽﾃﾑの開発と実験を通して､その有効性を実証している｡本論

文の成果は以下の3点に要約される.

1.反射光学系を用いた全方位ｽﾃﾚｵ画像ｾﾝｻで取得した硯実世界の映像から仝周

ﾊﾟﾉﾗﾏｽﾃﾚｵ画像を生成するためのｶﾒﾗｷﾔﾘﾌﾞﾚ-ｼｮﾝ手法､仝周ﾊﾟﾉﾗﾏｽﾃ

ﾚｵ画像からの仝周ﾊﾟﾉﾗﾏ距離画像生成手法を開発し､実物体と仮想物体の奥行き隠蔽表
硯が可能な全周型複合現実環境を構築した｡

2.前述の全周型複合現実環境を動的な環境に拡張するために､仝周ﾊﾟﾉﾗﾏ動画像か

らの移動物体抽出による時系列多層表硯を考案した｡これによって高精細全周ﾊﾟﾉﾗﾏ喚像
のﾃﾞ-ﾀ庄縮を実現し､全周型動的複合現実環境の実時間措画を可能にした｡

3.曲面や動的な形状変化を有する物体表面に幾何歪みなく映像提示を行うためのﾌﾟﾛ

ｼﾞｪｸﾀ･ｶﾒﾗｼｽﾃﾑを開発し､日常生活環境における複合現実型情報提示を可能にし

た｡本成呆は､新しい複合硯実型情報提示方式を提供するとともに､近年注目されているｽ

ﾏ-ﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀﾍの貢献と見倣すこともできる｡

本研究で提案した映像合成方式と提示方式については､いずれも実際にﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟｼ
ｽﾃﾑを構築し､有効性を検証している｡

以上述べたように､本論文では､全周型複合硯実環境の構築手法と提示方式を提案し､ﾌﾟ

ﾛﾄﾀｲﾌﾟｼｽﾃﾑの開発を通して有効性を実験的に検証している｡提案手法は､動的屋外

環境の仮想化により複合現実環境を構築するための基本技術と新しい複合硯実型情報提示方

式を提供するものであり､複合硯実感分野において､学術､実用の両面での貢献を認めるこ

とができる｡なお､本論文の主要部分に相当する内容は､既に複数の学会論文誌に掲戟され

るとともに､複数の査読付国際会議等においても公表されている｡

よって､本論文は博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める｡


